
第３回義務教育学校・明野地区準備委員会視察要旨 

 

 

■開催日時 令和元年８月 21 日（水）午後５時 00 分～８時 10分 

■開催場所 桜川市立 桃山学園 

■出 席 者 【桜川市教育委員会】 

桜川市梅井教育長、桜川市栗林学校教育課長、佐谷氏、石塚氏 

      【桃山学園】 

      仁平校長、村田教頭、植竹教頭、山口 PTA 会長、ほか本部役員 13 名 

筑西市義務教育学校・明野地区準備委員会委員 28 名 

      小野塚教育部長、古幡次長、鈴木次長兼施設整備課長、飯山学務課長 

      その他事務局職員（義務教育整備推進室） 

      

■会議経過（概要） 

 

１．開会のあいさつ 【桜川市梅井教育長】、【鈴木委員長】 

 

２．施設見学 

 

３．通学路について【桜川市学校教育課】 

 質疑応答 

 Q：スクールバスは改めて運行させていないのか？（委員） 

 →A：広域連携バスと協力して対応した（登校完了時間、下校時間に合わせてダイヤ

改正した）（桜川市） 

 Q：バスのお金はどうやって支払うのか？（委員）    

→A：運転手が正の字を書いて記録しておいて、後から教育委員会に請求する。 

 Q：桜川市において将来的に保護者負担を求める可能性は？（委員）    

 →A：今後も負担してもらうことは考えていない（桜川市） 

 Q：徒歩圏内の保護者に、バスに乗せてほしいと言われたら？ 

 →A：線引きは守っていただきたいと説明。実際に昨年要望があったが説明し理解を

得た。（桜川市） 

 Q：低学年と高学年では徒歩圏内の範囲が異なるため、同じ家族であっても、徒歩の

子とバスの子で別々に登校するのか？また、学童クラブの帰りは保護者の送迎か？

（筑西市事務局） 

 →A：ルール通りお願いしている。（別の登校手段になる） 学童クラブの帰路は保護

者送迎である。（桜川市） 



 Q：特別支援の子は個別に送迎は認めているのか？（委員） 

 →A：個別に配慮している。（桜川市） 

 Q：学区外から通学する児童生徒はどうしているか？（委員） 

 →A：前期課程（小学生）は保護者送迎、後期課程（中学生）は自転車通学している。 

   （桜川市） 

 

【補足説明】 

 ※雨の日は各家庭で送迎をする方が多く、非常に混雑し危険なため、スムーズに乗降

できるよう一方通行のルールを作った。 

 ※雨の日の学校周辺道路で、数百メートル進むのに 50 分かかったことがある。 

 ※広域連携バスは、安全確保のため正門に少し入るような形で停車してもらっている。 

 

【その他の質疑】 

 Q：校章はどう決めたか？（委員） 

 →A：インターネットサイトで募集をかけた。 

  

 

４．PTA 統合について【桃山学園 PTA 会長山口様】 

    

 【質疑応答（会長及び本部役員へ）】 

 

 Q：メリットとデメリットを伺いたい。（委員） 

 →A：中１ギャップの解消、専科教育、中学生は多感な時期に小学校低学年の子供達

に見られている意識により行動が制限されるのでは。 

    デメリットとしては、通学距離が遠くなること。バスに乗れる子と乗れない子

の線引きに対し苦情が多かった。全てスクールバスで対応した笠間市は、肥満

児が増えてしまい逆に苦情が来た。 

 Q：一番大変だったことは何ですか？（委員） 

→A：大変だったが、全てが良い思い出となっている。市議会議員に足を引っ張られ

ることもあったが、応援してくれる議員もいた。地元に愛着がある人には、今

やらなくてもいいのではないか等言われ、反対された。また、自分の子供が卒

業する親には、新しく入る人たちでやってくれ等言われ協力を得ることが出来

ないこともあったが、次の孫の世代にも・・・と説得した事も多々あった。 

 →A：統合に関するアンケート等も行政まかせでなく、PTA で集計して要望書を作成

し、請願書を議会に提出するところまでやった。（署名をしてもらうのが大変

だった） 



→A：週１の会合が、週４で集まることになった時期には、正直勘弁してくれ・・と

思った。統合してからが、また大変である。やっとスタートラインに立ったの

ではないかと思う。 

 Q：PTA だけの会合は何回行ったのか？（筑西市事務局） 

 →A：数えきれない。当初、総務建設分科会に PTA も入っていたが、切り離してもら

った。行政主導でなく、保護者が主体となって統合までの準備を行った。最後は

閉校準備委員会等もあり忙しかった。 

 

【山口会長から、筑西市へのアドバイス】 

  ※桜川の場合は３年で全てを終わらせた。筑西はあと５年あるので、PTA の統合

は統合数年前から実施してしまい、各学校の PTA の集まりの他に、６校が集ま

って早い段階で連携し、話し合いを持つことをお勧めしたい。 

  ※通学路を決めていくのが一番大変になると思われる。100％安全な道は無いが、

子供会や自治会に声をかけて進めていくと良い。 

  ※統合時に、統合までにずっと関わって来た PTA が居ないと説得力がないので、

人選が要である。 

 

 

５．閉会のあいさつ 【桃山学園仁平校長】、【小野塚部長】 

 


